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テ ー マ：川崎市都市再生・産業再生構想等について 
期  間：2006 年 8 月 2日(水)～8月 3日(木) 
参加人員：1１名 

















































 見学の後、川崎エコタウン会館に戻り、NPO 法人 産業・環境創造リエゾンセンター事務局
長八木竜一氏（JFE リサイクル推進部総括室主任部員（副部長））ならびに産業・環境創造リエ







－ 4 － 
 翌 3 日は午前 10 時より、ＮＰＯ法人川崎市民石けんプラントを訪問し、同副理事長石崎娃子
氏よりＮＰＯ法人川崎市民石けんプラント・ワーカーズコレクティブ「サボン草」の設立から
工場移転も含め、今日にいたる過程を、直面した困難な問題点とその克服の方向性に触れなが
ら講演していただいた。石崎氏から事前に質問提出を依頼されており、当日参加者が提出した
質問に対して丁寧なお答えを頂いた。質疑応答は儀我論文に詳しくふれられている。質疑応答
の後、工場に移り、集められた廃油から石けんが生産され、パッケージ化されるまで見学した。
同プラントの事業については神原論文を参照されたい。 
 最後になったが、今回の実態調査にあたって川崎市経済局産業振興部新産業創出担当主幹 
安藤努氏から数々のご高配を賜った。記して感謝申し上げたい。 
